
小中学生に無料の学習支援を実施する中で、特にひとり親世帯は送迎の時間が取れない

ほど忙しく、参加をあきらめてしまうケースが多くありました。

そこで、より多くの子どもたちに継続的な支援をするために、送迎不要な「オンライン

学習」の拡充が必要だと考えました。

ネット環境や機器がない家庭も多いため、タブレットを貸し出し、最初に機器の使い方

やルール等を保護者も含めしっかり説明することで、トラブルもなく実施することがで

きました。

保護者からは「子どもの学習の様子をそばで見られて嬉しかった」「どのように教えた

り伝えたりすればよいか参考になった」「楽しんで学習している様子に驚いた」などの

感想が寄せられました。

勉強する楽しさと大切さを子どもと保護者に知ってもらう機会となり、今後の学習意欲

につなげることができたと考えています。

避難者・貧困世帯の子ども向けオンライン無料学習支援事業

スケジュールを立てて実施。
フリータイムの時間が一番長く、質問や宿題で分からないところを聞く時間になっています。


